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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月22日(2008.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データの表示が含まれる表示画面をネットワークを介して接続された機器に表示さ
せるための画像データ送信装置であって、
　前記表示画面に画像データを表示する表示手段と、
　前記表示手段の表示画面を前記ネットワークを介して接続された機器に表示させるため
に、前記表示手段の表示画面のビットマップの形式の背景画像データと、前記表示手段に
よって表示される画像データと、当該画像データの表示位置及び表示サイズを特定するた
めの属性情報と、を含む送信データを生成する送信データ生成手段と、
　前記ネットワークを介して接続された機器に、前記送信データ生成手段により生成され
た送信データを送信する送信制御手段と
　を備えることを特徴とする画像データ送信装置。
【請求項２】
　前記表示手段が複数の画像データを表示する場合、
　前記送信データ生成手段は、
　前記送信データがXOP(XML-binary Optimization Packaging)形式であることを示す属性
情報を、当該送信データのヘッダに付加することを特徴とする請求項１に記載の画像デー
タ送信装置。
【請求項３】
　前記表示手段が複数の画像データを表示する場合、
　前記送信データ生成手段は、
　さらに各画像データを特定するための参照情報を含む描画に関する情報に基づいて、前
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記送信データを生成することを特徴とする請求項１または２に記載の画像データ送信装置
。
【請求項４】
　画像データの表示が含まれる表示画面をネットワークを介して接続された機器に表示さ
せるための画像データ送信装置の制御方法であって、
　前記画像データ送信装置が、画像データを表示する表示手段の表示画面のビットマップ
の形式の背景画像データと、前記表示手段によって表示される画像データと、当該画像デ
ータの表示位置及び表示サイズを特定するための属性情報と、を含む送信データを生成す
る送信データ生成工程と、
　前記ネットワークを介して接続された機器に対し、前記送信データ生成工程により生成
された送信データを画像データ送信装置が送信する送信制御工程と
　を備えることを特徴とする画像データ送信装置の制御方法。
【請求項５】
　前記表示手段が複数の画像データを表示する場合、
　前記送信データ生成工程において、
　前記送信データがXOP(XML-binary Optimization Packaging)形式であることを示す属性
情報が当該送信データのヘッダに付加されることを特徴とする請求項４に記載の画像デー
タ送信装置の制御方法。
【請求項６】
　前記表示手段が複数の画像データを表示する場合、
　前記送信データ生成工程において、
　さらに各画像データを特定するための参照情報を含む描画に関する情報に基づいて、前
記送信データが生成されることを特徴とする請求項４または５に記載の画像データ送信装
置の制御方法。
【請求項７】
　請求項４乃至６のいずれか１項に記載の画像データ送信装置の制御方法をコンピュータ
に実行させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像データ送信装置、画像データ送信装置の制御方法及びプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の目的を達成するべく、本発明にかかる画像データ送信装置は、主として、以下の
構成を備えることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　すなわち、本発明にかかる画像データ送信装置は、画像データの表示が含まれる表示画
面をネットワークを介して接続された機器に表示させるための画像データ送信装置であっ
て、
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　前記表示画面に画像データを表示する表示手段と、
　前記表示手段の表示画面を前記ネットワークを介して接続された機器に表示させるため
に、前記表示手段の表示画面のビットマップの形式の背景画像データと、前記表示手段に
よって表示される画像データと、当該画像データの表示位置及び表示サイズを特定するた
めの属性情報と、を含む送信データを生成する送信データ生成手段と、
　前記ネットワークを介して接続された機器に、前記送信データ生成手段により生成され
た送信データを送信する送信制御手段と
　を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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